
平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

道府県・政令市名【 岐阜県 】 

１実践テーマ 【  Ⅲ  】  

２実施対象者 土岐市立泉中学校 全校生徒４６２名 

希望保護者８名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（  講演会   ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

パラリンピック選手の講演を聞くことで、ひびき合い週間のスタ

ートを切る。そのため、車いすで生活するだけでなく、スポーツ選

手として活躍する田中照代氏の話を聞くことで、人権学習としての

学びを深める。 

５ 取組内容 ■事前学習 

 朝の会前の２０分間２回を使

い、全校放送でプレゼンテーショ

ンソフトを使って、事前学習を行

った。 

内容としては、障がい者スポー

ツをする人の思いを知るために、

車いすアスリートの副島正純さ

んの「夢に向かって～車いすアス

リートの挑戦～」のＤＶＤを鑑賞

したり、講演会の講師になる田中

照代氏の最近の大会結果などに

ついて学習したりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



■講演会 

（１）日時 平成３０年１０月２３日（火）６時間目 

（２）講師 田中照代 氏 

アトランタパラリンピック 金メダル 

シドニーパラリンピック 銀メダル 

北京パラリンピック 銅メダル 

（３）内容 「私の生きる道」 

      ・大会の様子 

      ・講話 

      ・車いす体験 

      ・メダル披露 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

■生徒の感想 

僕は今水泳をやっていますが、ちょっと他の人との差が大きくな

ってしまったぐらいで、すぐ落ち込んでいました。しかし、今回の

話を聞いて、身体が不自由な人でも、そこであきらめずに前向きに

進んでいく生き方を学び、差が大きいからすぐあきらめるのではな

く、「これからこうしよう」などと前向きな生き方で生きて水泳をも

っと楽しもうと思いました。考え方を変え、障がい者の人と共に生

きていきたいと思いました。今回は本当にありがとうございました。

２年後のパラリンピック頑張ってください。（１年生男子） 
 私はこの田中照代さんの講話を聞いて、すごく照代さんが真っす

ぐに人生を見つめながら生きていることが分かりました。どんな壁

にぶつかっても諦めずに努力して、また１から始めてみることや、

次へのチャンスとして努力を積み重ねていて、自分に負けずに頑張

る姿がすごいと思いました。また、車いすだからという言い訳をせ

ずに、何でも挑戦していける姿や自分をアピールすることによって、

誰でも分かるようにすることが大切だと言ってみえたのが、照代さ

んの心の強さだと思いました。（２年女子） 
 私は、今回の講話を聞いて「前向きに生きること」の大切さを知

りました。私は、失敗してしまったとき、すぐに落ち込んでしまう

けど、今後は、その失敗をバネにして諦めず、次のことにつながる

ように頑張りたいです。正直今まで、車いすに乗っている方や体が



不自由な方を身近に感じることができず、遠くに感じていましたが、

今回の講話を通して、とても身近に感じることができました。日常

生活の中で、身体が不自由な方が困っていたら助けたいと思ったし、

そのような人のためになることを進んでしていきたいと思いまし

た。パラリンピックも見てみたいし、たくさん応援したいです。（３

年女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■成果 

 講演会に向けて事前学習を行うことで、講演会に興味をもって参

加することができた。そのため、障がい者スポーツへの興味関心を

高めることができた。また、講演内容において、障がい者理解につ

いても触れていただいたため、インクルーシブな社会をつくること

の大切さを学ぶよい機会になった。 



７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

■ひびき合いの取り組みの一

環として実施したため、保護

者とも共通理解を図りたいと

考え、保護者向けの案内を作

成した。 

８主な課題等 ■講演会を行うことで、一時の興味関心を高めることにはつながっ

たが、この興味関心をさらに継続的に高めていけるような取組（学

習）が必要である。 

９来年度以降

の実施予定 

■毎年、人権学習としてひびきあい週間を設けて指導している。イ

ンクルーシブ社会について考える機会として継続して指導してい

く。 

 


